
 

 

 

 

 

 

スポーツエールカンパニー2026に認定 
 

2026年 2月 6日 
 
 

 従業員の健康増進に向けた継続的な取り組みが評価 

 「毎日×気軽に×続けられる」運動習慣づくりが全社で定着 

 運動とメンタルを両輪で支える“進化する健康経営”を実現 
 
三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・
デッペン、以下 MFTBC）は､このたびスポーツ庁が実施する「スポーツエールカンパニー2026」
に認定されました。スポーツエールカンパニーは、従業員のスポーツ実施促進に積極的に取
り組む企業を評価する制度であり、MFTBC の継続的な健康増進への取り組みが高く評価さ
れたものです。 
 
MFTBCでは、従業員一人ひとりの健康維持・増進を目的に、年間を通じてさまざまな運動イベ
ントを実施しています。春の「さつきラン＆ウォーク」と秋の自動車振興会健康保険組合主催
「秋のオンラインウォークラリー」という年2回のオンラインウォーキングイベントを継続して行
い、これらの取り組みは社内で年々認知度が高まっています。恒例行事として定着しつつあ
り、総合ランキングでも MFTBC 従業員が上位にランクインするなど、健康への意識と参加意
欲が一段と高まっています。 
 
また昨年は、中津工場で労働組合と共催し、「中津ランチタイムウォーキング」を実施しました。
ウォーキングに加え、工場周辺の清掃活動（ゴミ拾い）にも取り組み、地域貢献と健康づくりを
両立する活動として好評を得ています。併せて、MFTBC では従業員が自由に利用できる無料
の社内ジムを川崎製作所に完備し、仕事の前後や休憩時間など、それぞれの生活スタイル
に合わせて気軽に運動できる環境を提供しています。さらに生産部門では毎朝「安全体操」を
実施し、身体のウォームアップと労働災害予防にも取り組んでいます。 
 
加えて2025年に「健康経営優良法人」に認定され、従業員の心身の健康を支えるための取り
組みを強化しています。セルフケア、マインドフルネス、アンガーマネジメントといったメンタル
ヘルス教育にも注力し、心と身体の両面からの健康支援を重要な方針としています。在宅勤
務を含む多様な働き方が広がる中、オンラインウォークラリーは従業員が自分のペースで取
り組める内容であり、チーム戦の採用によって部署内外の交流促進にも寄与しています。 

 

今回のスポーツエールカンパニー認定は、こうした取り組みの積み重ねが評価された結果で
あり、MFTBC が全社的に推進する健康経営における大きな節目となるものです。今後も参加
率向上に向けた取り組みを継続し、従業員とともに健康の輪をさらに広げてまいります。 
 
 
 



 

 
 
 
三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。ダイムラート

ラック社が89.29%、三菱グループ各社が10.71%の株式を保有しています。90年以上の歴史を持つ

FUSO ブランドのトラックやバス、産業用エンジンを世界約170の市場向けに開発・製造・販売していま

す。日本初の量産型電気小型トラック「eCanter」による電動化や、運転自動化では大型トラック「スー

パーグレート」に国内商用車初の SAE レベル2相当の高度運転支援技術を実装するなど、先進技術の

開発に積極的に取り組んでいます。 
 

FUSOブランドについて 

「FUSO」はダイムラートラックのブランドの一つです。世界約170の市場において、トラックやバスといっ

た商用車や産業用エンジンを展開しています。90年以上の歴史と日本ならではの品質や熟練技術に

よる効率性や安全性、快適性が特徴です。小型トラック「キャンター」は世界中の様々な市場でトップ

シェアを獲得しており、日本初の量産型電気小型トラック「eCanter」をグローバルに展開し、商用車の

電動化をリードしています。ブランドスローガン「Future Together」の下、FUSO はお客様とともに安全か

つサステナブルな輸送ビジネスを未来へ繋いでいくことを約束します。 

 


